
 

海田東小学校及び海田小学校の早期建て替えを求める決議 

 

  令和４年度に教育委員会よりあった老朽化詳細調査報告によると，両小学校とも耐力

度は１０，０００満点中４，５００点以下と低い値となっており，耐力度点数が４，５０

０点以下の，構造上危険な状態にある建物として危険改築の対象となっている。 

この報告に基づき６月２１日に文教福祉委員会で現地視察した結果，外壁面の剥離，校

舎内の廊下・壁面ひび割れの程度が激しく，教育委員会及び教職員の不断の努力により，

子どもたちに事故がないよう手当がされているが，その個所数の多さを考慮すると安全の

限界にきているものと判断する。 

海田東小学校本館については昭和３９年に建築され５９年が経過し，海田小学校本館は

昭和４０年に建築され５８年が経過している。 

当時のコンクリート建築物は品質的に安定していない可能性があり，全国で多くの剥落

事故等が起きている。 

以上のことを踏まえると，一刻の猶予もなく子どもたちの安心安全を確保し，良好な教

育環境を整備する必要がある。 

学校設置者である海田町の最高執行責任者の町長は，教育委員会と連携・協議の上速や

かに海田東小学校及び海田小学校の早期建て替えを実現するよう強く求める。 
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